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＊ T O P I C S

　安曇野市水資源対策協議会（会長平林市長）

の総会が５月２９日、堀金総合支所会議室で

開催されました。

　この日は、地下水利用の実態を把握し、今後

の有効利用や保全、涵養などの施策の基礎資

料とするため、昨年度に実施した地下水利用実

態調査の結果が報告されました。市内にある井

戸５４８カ所（利用井戸４４２カ所・不使用井戸１０

６カ所）を対象に行った実態調査では、利用され

ている井戸のほぼ半数が家庭用で、次いで事業

用が４分の１を占めていました。利用量の合計は、

年間日平均１４万７,５５４立方㍍で、昭和５８年度

の調査の１７万８,４２３立方㍍に対して、約３万立

方㍍減少していることが報告されました。また、

用途別利用では、養魚用が約4割、水道用およ

び事業用が合わせて約５割を占めていました。

　このほか、市内６２カ所で一斉に行った地下水

位等の観測では、地下水位等高線が三川合流

の湧水地帯を中心に西側に広がる半同心円状

で、湧水地帯に向かって周囲から地下水が集ま

っている状況が示され、これまでの調査と比較し

てもほとんど変化はありませんでした。同協議会は、

今後も地下水利用の実態調査や水位観測など

を継続して行っていく予定です。同協議会の会

長を務める平林市長は「素晴らしい地域の資源

である地下水は、解明されていない部分もありま

すが、調査を進めて安曇野市だけではなく、周

辺市町村にも取り組みを広げ、発展させていき

たい」とあいさつしました。

■問い合わせ　

　安曇野市水資源対策協議会事務局

　（企画財政部企画政策課内）　（℡７１・２０００）
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（実験施設は処理量7t/日です）
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